
令和２年３月
港区ベイエリア・パワーアッププロジェクト地区版計画検討分科会

港区基本計画・芝浦港南地区版計画書

策定に向けた

提言書





地区版計画検討分科会より

山崎 歩 
本提言書はベイエリア・パワーアッププロジェクトの
分科会にて約一年にわたり有志で検討を行い生
み出されました。検討の根底には私たちの住んで
いる芝浦港南地区を、多様な世代が、ワクワクでき
るような住みやすい「まち」にしていきたいという思
いがありました。その思いは今回採用した表紙にも
表れております。今回の提言が少しでも住みやすい
「まち」に寄与できることを願っています。

リーダー

金井 明
芝浦港南地区で子育てをする中、地域の支えを感
じることが多く、私も貢献したいと思い参加しまし
た。毎回の話合いでは、メンバーのこの地区をよくし
たいという熱い思いから多様な意見が出ました。
今回の提言がこれからどのような形で実現していく
か期待しています。私もこの地区の未来に向けて
様々な形で協力したいと思います。

サブリーダー

東京五輪が開催される今、「東京」というまちは大き
な節目を迎えます。そのような中で、これからは都市
開発やインフラといったハードだけでなく、“人”が主
体となるソフト面が大きな鍵を握っていると考えます。
本提言書では、芝浦港南地区の最大の資源である
「水辺」等を活用し、“人”が主体となる「まちづくり」に
ついて話し合った内容が纏められております。ここで
の成果が、これからのまちのあり方に繋がっていけれ
ば幸いです。

サブリーダー

リーダー、サブリーダーあいさつ

大本 裕一
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地区版計画検討分科会について
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提言にあたって

提言一覧

港区芝浦港南地区総合支所では、芝浦港南地区の行政計画である「港区基本計画・芝浦港南地区版計画書（以下、芝浦港南地
区版計画書という）」を策定しています。芝浦港南地区版計画書は、芝浦港南地区総合支所が目指す将来像とそれを実現するため
の取組を体系的に示した6年間の計画で、3 年目に中間の見直しを行っているものです。そして、令和2 年度に芝浦港南地区版計
画書を新たに策定するにあたり区民意見を取りまとめたものがこの提言書です。提言については、平成31年4月から芝浦港南地区
在住者によるメンバーで構成された「地区版計画検討分科会」にて検討を重ねてまいりました。本提言書は、芝浦港南地区の地域
の現状や課題、取組案等について、地区版計画検討分科会14名と下記6つのテーマで検討を行った内容をとりまとめたものです。

提言一覧（15 の提言）

①昼夜を問わず誰もが安心して散歩することのできる運河沿いの遊歩道を実現する
②運河の魅力を高め、身近に感じてもらうイベントを実施する

提言理由: 芝浦港南地区は海辺や運河があり水辺環境に恵まれたまちですが、水辺に対して肯定的な印象があまり持たれていませ
ん。そのため、水辺の良さを再認識してもらうために、運河沿いの遊歩道を活用しながら、住民及び来訪者が運河を楽しみ、運河に親
しみ、身近に感じてもらえるような取組を提案します。

水辺に関する提言 12ページ

①自然を生かし、自然に触れ合える継続性のある取組を実施する
②地域の企業や住民などの多様な主体の参加を一層促し、美化活動を推進する

提言理由: 芝浦港南地区は公園整備や商業・業務施設の建設による植栽地整備により緑被率が増加していますが、他地区と比較す
ると緑被率が低い状況です。都心では自然と触れ合う機会も少ないことから、住民が年間を通して自然に触れ合うことのできる取組を
提案します。また、駅前など中心部にはごみのポイ捨てが多いことから、マナーの徹底とともに地域の企業や住民などの多様な主体が
美化活動に参加することで、美しいまち芝浦港南地区の実現に向けた取組を提案します。

環境に関する提言 14ページ

①災害時における情報コンテンツや情報伝達手段の認知度を向上させる
②企業等と連携し、災害時に助け合える体制をつくる
③楽しく気軽に防災の知識や備えについて学べる機会を充実させる
④運河沿いの治安面の改善や自転車利用者のマナーの向上に資する取組を検討する

提言理由: 芝浦港南地区では防災に関する取組が多いものの、防災に関する情報が住民に十分伝わっていない状況にあります。
また、運河沿いの治安面やマナーに不安を感じる住民も多くいます。そこで、いかなる環境においても安心して暮らせるまちを目指
し、情報伝達手段の認知度向上、防災知識向上の機会拡充、災害時の連携強化、運河沿いの治安向上に資する取組の拡充を提
案します。

地域の安全・安心に関する提言 16ページ
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かがやくまち

●水辺（海辺、運河など） 
●環境（緑化、清掃活動、路上喫煙など）

●地域の安全・安心に関すること
（防災・防犯）

にぎわうまち

●地域コミュニティ
（町会・自治会など） 

●地域の魅力（国際交流、歴史・
文化、観光、産業など）

はぐくむまち

●福祉（子ども、高齢者、
障害者など）

①区有施設等で活動する様 な々コミュニティをわかりやすく紹介する
②地域のイベント等について、多様な広報媒体を活用した積極的かつ効果的な情報発信を行う
③様 な々人が気軽に交流できるような場を提供する

提言理由: 芝浦港南地区には、芝浦・海岸、港南、台場の３つの地域コミュニティがあり、ファミリー層が多いのが特徴です。一方で、地
域の町会・自治会などの地域コミュニティは参加者の固定化・高齢化が見られ、ファミリー層を巻き込んだコミュニティ形成が十分に
取れていないのが現状です。そこで、地域内交流促進に向け、地域のコミュニティに関する情報発信の手法を再検討し、誰もが参加し
たくなるような仕掛けの構築を提案します。

地域コミュニティに関する提言 18ページ

①既存の地域資源を活用しつつ、新たな芝浦港南地区ならではの魅力を発掘し、内外に発信する
②企業や他自治体との連携を進めながら、芝浦港南地区の魅力を発信する

提言理由: 芝浦港南地区には歴史的に浅い地域ということもあり、文化的資源はあまり多くありません。台場地域の来訪者が他の地
域には流れてこないという課題もあります。一方で、既存の文化・歴史・産業といった地域資源や、芝浦港南地区の魅力については地
区内外に知られていません。そのことから、地の利や既存の地域資源を生かした魅力を地区内の企業等と連携し、効果的な発信方法
の検討などを提案します。

地域の魅力に関する提言 20ページ

①芝浦港南地区に将来も住み続けたくなるように、子どもから高齢者まで多様な世代が交流できる場をつくる
②福祉に関する情報を「人」の体験を通して伝えるなど、情報発信の方法を再検討する

提言理由: 芝浦港南地区の人口は、今後もすべての世代で増加が続き、令和８年には64,147 人となる見込みです。しかし、核家族
化に伴い地域の支え合いや住民間の交流が少なくなっています。また、子育て支援は充実しているものの、支援制度を知らないなど情
報の格差を感じます。芝浦港南地区に将来も住み続けたくなるようなまちの実現に向けて、従来の情報発信の在り方を見直すととも
に、幅広い世代が交流できるような仕組や交流の場づくりを提案します。

福祉に関する提言 22ページ
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地区版計画
検討分科会
について

07



地区版計画検討分科会について

「地区版計画検討分科会（以下、「分科会」という）」は、港区基本計画・芝浦港南地区版計画書（令和３年度～令和８年度）
の策定に向け、幅広い世代の区民等の意見を反映した計画とするために設置された区民参画組織です。分科会メンバー
は、公募による芝浦港南地区の在住者で構成されています。平成31 年４月から活動を開始し、分科会メンバーが主体と
なって、地域の実情や課題、その解決の方策など意見を出し合い、検討結果を「提言書」としてまとめ、区に提出することを
目的としています。

目 的

分科会では、事業実績等の把握や、地区内施設等の見学を通じて地域事業への理解を深めた上で、提言書の完成まで以下の
概要で議論を積み上げてきました。

活 動 概 要

第１回 平成31年４月24日

第2回 令和元年５月22日

学習会 令和元年６月23日

第3回 令和元年６月26日

第4回 令和元年７月31日

第5回 令和元年８月28日

第6回 令和元年９月25日

第7回 令和元年10月30日

オリエンテーション①
◆自己紹介　◆港区基本計画・芝浦港南地区版計画書の概要について
◆地区版計画検討分科会の概要、検討する内容・進め方について
◆リーダー、サブリーダーの選出

日程 内容

オリエンテーション②
◆芝浦港南地区総合支所が取り組む地域事業について
◆学習会及び今後の検討の進め方について　◆区民意識調査の概要について

学習会
◆芝浦港南地区内の地域資源の見学等

『かがやくまち』（水辺、環境）の提言作成に向けたワークショップ

『かがやくまち』（水辺、環境）の提言内容の検討

『かがやくまち』（地域の安全・安心）、『にぎわうまち』（地域コミュニティ）の
提言作成に向けたワークショップ、区民意識調査結果の中間報告

『かがやくまち』（地域の安全・安心）、
『にぎわうまち』（地域コミュニティ）の提言内容の検討

『にぎわうまち』（地域の魅力）、『はぐくむまち』（福祉）の
提言作成に向けたワークショップ
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分科会は、芝浦港南地区総合支所が設置する区民参画組織「港区ベイエリア・パワーアッププロジェクト」の中に設置されまし
た。分科会のメンバーの14 名は、芝浦港南地区内在住の18 歳以上の方を対象にした無作為抽出方式による公募及び地区
内在住・在勤・在学者を対象にした一般公募により募集した方 で々す。

メンバー構成

港区ベイエリア・
パワーアッププロジェクト組織図

※名簿への掲載は、分科会に複数回出席されたメンバーのみとしています。

相磯 有輝

諌山 弘高

大 橋  直

大本 裕一

金 井  明

鎌田 智之

菅野 英徳

杉田 洋一

中里 聖子

服部 香織

濱田 拓郎

山 崎  歩  

横 山  仁

横山 美千代

リーダー

サブリーダー

サブリーダー

地区版計画検討分科会メンバー
（敬称略 五十音順）

令和元年11月27日

令和元年12月25日

令和２年１月29日

第８回

第９回

第10回

『にぎわうまち』（地域の魅力）、『はぐくむまち』（福祉）の提言内容の検討

日程 内容

提言書案のまとめ
◆区民意識調査結果報告　◆提言書案に関する検討
◆提言書デザイン・構成案に関する検討

提言書の最終確認
◆提言書について　◆提言式（発表内容）について

〈港区ベイエリア・パワーアッププロジェクト〉

水辺のまち魅力アップ分科会

みどりのあるまちづくり分科会

べいあっぷ編集部

地区版計画検討分科会

地域の魅力をより一層高め、誰もが誇りに思えるまちの実現を目指し、
地域の皆さんと総合支所が一緒になって事業を企画・実施します。

全 体 会
（総会）

09



10 港区基本計画・芝浦港南地区版計画書　策定に向けた提言書



提　言
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1

2

昼夜を問わず誰もが安心して散歩することのできる
運河沿いの遊歩道を実現する

運河の魅力を高め、
身近に感じてもらうイベントを実施する
芝浦港南地区は海辺や運河があり水辺環境に恵まれたまちですが、水辺に対して肯定的な印象があまり持
たれていません。そのため、水辺の良さを再認識してもらうために、運河沿いの遊歩道を活用しながら、住民
及び来訪者が運河を楽しみ、運河に親しみ、身近に感じてもらえるような取組を提案します。

水辺に関すること

運河と海辺の活動推進
（中学生向け環境学習）

関 連 す る
現 行 の
地 域 事 業

水辺のまち魅力アップ事業
（べいあっぷナイトウォーキング）

芝浦港南地区の水辺について【現状認識】芝浦港南地区の水辺について【現状認識】

● 運河や海辺に対する魅力を高めるための取組については一定程度実施されているが、地域住民に対して
取組自体が十分浸透しておらず、魅力についてもさらに高める必要がある

● 運河や海辺については、東京都が管理している状況があり、地区での取組には制限がある

取組の【課題】取組の【課題】

は 定程度実施されているが、地域住民に対して
取組自体が十分浸透しておらず、魅力についてもさらに高める必要がある

東京都が管理している

● 芝浦港南地区には海辺や運河といった他地区にはない水辺資源があると住民には浸透している
● 一方で水辺資源に対して、住民には「きれい」「親しみやすい」という肯定的なイメージはまだあまり持たれて
いない

● 運河沿いの遊歩道は、夜間になると暗くて怖い印象がある

提 言

R
e c
om

m e n d a t i o n

提言
理由
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分科会メンバーの考える
「住みたいまちの姿」

実現する方法の例

水辺で気持ち良くくつろげるまち

運河のまわりに活気があり、自然と人が集まってくるまち

いろいろな渡り鳥を目にできる水辺があるまち

夜でも安心して運河の遊歩道を歩けるまち

運河が交通として気楽に活用できるまち

1

2

3

4

5

情報発信
● 芝浦港南地区の魅力を楽しめる発信ツールを充実させる
● 運河を身近に感じてもらうためにマップを作成する
● 既存事業の周知方法を充実させる

イベントの
実施

● 地域の人が運河を身近に感じ、楽しむことのできる
   イベントを実施する

空間づくり
● 運河沿いの遊歩道を活用（草木の手入れなど）し、
   運河を散歩したくなるような空間を演出する
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1

2

自然を生かし、自然に触れ合える
継続性のある取組を実施する

地域の企業や住民などの多様な主体の参加を
一層促し、美化活動を推進する
芝浦港南地区は公園整備や商業・業務施設の建設による植栽地整備により緑被率が増加していますが、他
地区と比較すると緑被率が低い状況です。都心では自然と触れ合う機会も少ないことから、住民が年間を通
して自然に触れ合うことのできる取組を提案します。また、駅前など中心部にはごみのポイ捨てが多いことか
ら、マナーの徹底とともに地域の企業や住民などの多様な主体が美化活動に参加することで、美しいまち芝
浦港南地区の実現に向けた取組を提案します。

環境に関すること

みどりのあるまちづくり事業
（稲刈り体験）

関 連 す る
現 行 の
地 域 事 業

みどりのあるまちづくり事業
（田植え体験）

芝浦港南地区の環境について【現状認識】芝浦港南地区の環境について【現状認識】

● 公園以外に緑を感じにくく、区が進めているアドプトプログラムもあまり住民には伝わっていない
● 自然に触れ合うイベントや取組はあまり多くない
● 美化活動は行われているが、参加者が固定化している

取組の【課題】取組の【課題】

アドプトプログラムもあまり住民には伝わっていない
自然に触れ合うイベントや取組はあまり多くない

参加者が固定化している

● 芝浦港南地区には公園がたくさんあり、遊具や緑化など充実している
● 公園以外には花や樹木といった緑は少ない
● 集合住宅に居住する住民も多く、大人も子どもも土に触れる機会が少ない
● 駅周辺などの繁華街はごみなどが落ちていて、きれいな印象はあまり持たれていない

提 言

R
e c
om

m e n d a t i o n

提言
理由
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分科会メンバーの考える
「住みたいまちの姿」

実現する方法の例

緑が多く四季の花を楽しめる公園があるまち

子どもが自然に触れることのできるまち

身近にある自然を感じるまち

景観の美しいまち

ごみが落ちていない・路上喫煙のないまち

1

2

3

4

5

イベントの
実施

● 都会にある自然について学ぶイベントを実施する
● 子どもや大人が四季を通じて自然に触れることのできる
   イベントを実施する
● 公園以外に花や緑を増やす取組を充実させる

ごみの
ポイ捨てや
路上喫煙
対策

● 美化活動に地域の企業や住民などの多様な主体が
   参加できるよう工夫する
● ごみのポイ捨てや路上喫煙禁止のマナーに関する
   情報の周知を徹底する

15



災害時における情報コンテンツや情報伝達手段の
認知度を向上させる
企業等と連携し、災害時に助け合える体制をつくる

ベイエリア地域防災力向上事業
（事業所向け防災対策の支援）

芝浦港南地区では防災に関する取組が多いものの、防災に関する情報が住民に十分伝わっていない状況に
あります。また、運河沿いの治安面やマナーに不安を感じる住民も多くいます。そこで、いかなる環境において
も安心して暮らせるまちを目指し、情報伝達手段の認知度向上、防災知識向上の機会拡充、災害時の連携
強化、運河沿いの治安向上に資する取組の拡充を提案します。

1

2

楽しく気軽に防災の知識や備えについて
学べる機会を充実させる3

運河沿いの治安面の改善や自転車利用者の
マナーの向上に資する取組を検討する4

地域の安全・安心に関すること
提 言

R
e c
om

m e n d a t i o n

提言
理由

ベイエリア地域防災力向上事業
（小中学校等への防災教育）

芝浦港南地区の安全・安心について【現状認識】

● 区が発信している避難場所等の防災に関する情報が住民に十分伝わっていない
● 防災に関する取組は多いが、区民の防災認識があまり高まっていない
● 運河沿いの治安向上に対する取組が十分ではない

取組の【課題】

情報が住民に十分伝わっていない
区民の防災認識があまり高まっていない

治安向上に対する取組

● 住民が地域の特性を理解し、災害発生時に取るべき行動をしっかりと理解している状態にない
● 地域防災力向上のためには、企業等と連携した取組が必要である
● 交通量が多い場所もあり、子どもの安全を心配する声が多く聞かれる
● 最近増えている自転車利用者のマナー向上などが必要である
● 運河沿いの夜道が暗いことなど、治安面で不安を感じる住民が多い

関 連 す る
現 行 の
地 域 事 業
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分科会メンバーの考える
「住みたいまちの姿」

実現する方法の例

災害時も安心して住めるまち

子どもも大人も安心して住める治安の良いまち

1

2

情報伝達の
充実

● 区が実施している既存事業や情報伝達ツールを
   区民に一層浸透させ、充実させる
● 災害のタイプに応じた対応方法など、
   最新の情報を提供する
● 企業と連携し、災害時に助け合える情報伝達の
   手法を構築する

運河沿いの
治安向上

● 夜の治安を向上させるためのイベントや取組を充実させる
● 自転車マナーの向上を啓発する

イベントの
実施

● 地域での防災イベントなどを通じて、
   子どもも大人も参加できる啓発を行う

17



区有施設等で活動する様々な
コミュニティをわかりやすく紹介する
地域のイベント等について、多様な広報媒体を
活用した積極的かつ効果的な情報発信を行う

みなとパーク芝浦ふれあい空間づくり
（みなとパーク芝浦フェスティバル）

芝浦港南地区には、芝浦・海岸、港南、台場の３つの地域コミュニティがあり、ファミリー層が多いのが特徴で
す。一方で、地域の町会・自治会などの地域コミュニティは参加者の固定化・高齢化が見られ、ファミリー層を
巻き込んだコミュニティ形成が十分に取れていないのが現状です。そこで、地域内交流促進に向け、地域のコ
ミュニティに関する情報発信の手法を再検討し、誰もが参加したくなるような仕掛けの構築を提案します。

1

2

様々な人が気軽に交流できるような場を提供する3

地域コミュニティに関すること

関 連 す る
現 行 の
地 域 事 業

水辺フェスタ
（地域対抗ボートレース） 

芝浦港南地区の地域コミュニティについて【現状認識】

取組の【課題】

● 大規模な再開発や高層マンションの建設で、地域におけるファミリー層が増加している
● 地域の町会・自治会において、多くの場合に参加者が固定化され、高齢化している
● 地域内での関わりが少ないほうがいいと考えている住民も一定数存在する

● 新しく移ってきた住民と昔から住んでいる住民との間にコミュニティを形成するための取組が十分に実施さ
れていない

● 興味が持てるようなテーマに関するコミュニティの情報が少ない
● 地域のコミュニティについての情報が、興味のある人達にうまく伝わっていない

提 言

R
e c
om

m e n d a t i o n

提言
理由
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分科会メンバーの考える
「住みたいまちの姿」

実現する方法の例

誰もが参加できるオープンなコミュニティのあるまち

住民同士の共助が実現されたコミュニティのあるまち

多様で魅力的なコミュニティの情報が発信されるまち

1

2

3

交流の
場作り

● 外国人居住者を含めた交流の場として、
   スポーツなどを通じた交流活動を促進する

地域内の
交流促進

● 地域のお祭りを活用するなど、町会・自治会や地域
   コミュニティに参加したいと思えるようなイベントを企画する
● イベント参加者に対して一過性でなく、
   今後もつながりを持つための仕掛けを考える
● 様々な立場や興味を持った人が共通するテーマで
   集える場を設ける

情報伝達の
充実

● 周知方法をジャンル・対象者ごとに変えるなどの
   工夫をする
● 広報誌を見ない人への訴求方法を検討する
● 多様な周知方法を検討する
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既存の地域資源を活用しつつ、新たな芝浦港南地区
ならではの魅力を発掘し、内外に発信する

地域がつなぐ全国連携
（秋田県にかほ市との交流）

芝浦港南地区には歴史的に浅い地域ということもあり、文化的資源はあまり多くありません。台場地域の来
訪者が他の地域には流れてこないという課題もあります。一方で、既存の文化・歴史・産業といった地域資源
や、芝浦港南地区の魅力については地区内外に知られていません。そのことから、地の利や既存の地域資源
を生かした魅力を地区内の企業等と連携し、効果的な発信方法の検討などを提案します。

1

企業や他自治体との連携を進めながら、
芝浦港南地区の魅力を発信する

2

地域の魅力に関すること

関 連 す る
現 行 の
地 域 事 業

知生（ちい）き人養成プロジェクト
（水辺に関する講座）

芝浦港南地区の地域の魅力について【現状認識】

取組の【課題】

● 芝浦港南という地域は埋立地で歴史が浅いため、文化的資源は他地域と比較して少ない
● 芝浦港南地区における既存のさまざまな歴史や文化、産業といった地域資源について、地域内外に十分に
伝わっていない

● 台場地域には来訪者がいるが、芝浦・海岸・港南地域には流れてこない
● 港南地域を筆頭に芝浦港南地区には多くの企業が存在する

● 知生（ちい）き人養成プロジェクトの修了生の活動の場が少ない
● 台場地域に来る観光客を芝浦・海岸・港南地域に呼び込む取組はない
● 外国人居住者間で課題等が共有できる「交流の場」がなく、しっかりと情報が伝わっていないと思われる
● 地域間交流に関する事業が子ども中心となっていて、地域も年齢も限定的である

提 言

R
e c
om

m e n d a t i o n

提言
理由
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分科会メンバーの考える
「住みたいまちの姿」

実現する方法の例

多種多様な人々が気軽に交流でき、活躍の場を持てるまち

地域の資源が活かされた魅力あふれるまち

地域内外の人々と連携がとれているまち

魅力の
発信

1

2

3

● 芝浦港南地区の隠れた観光スポットや地域の人が
   オススメする場所など多様な手法で発信をする

● 品川駅港南口など人の集まりやすい場所がある
   地の利を生かして情報発信し、地域への誘客をすすめる

● 東京2020大会後もその価値を活かして、お台場や
   地域の魅力を引き継いだレガシーを発信する

地域内外
との連携

● 多様な世代が参加できる地域間交流イベントを開催する
● 地域の企業と連携交流しながら地域の魅力を発信する
● 地元の大学や高校、中学校、小学校との連携をより推進する
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1

2

芝浦港南地区に将来も住み続けたくなるように、
子どもから高齢者まで多様な世代が交流できる
場をつくる

福祉に関する情報を「人」の体験を通して
伝えるなど、情報発信の方法を再検討する
芝浦港南地区の人口は、今後もすべての世代で増加が続き、令和８年には64,147人となる見込みです。しか
し、核家族化に伴い地域の支え合いや住民間の交流が少なくなっています。また、子育て支援は充実してい
るものの、支援制度を知らないなど情報の格差を感じます。芝浦港南地区に将来も住み続けたくなるようなま
ちの実現に向けて、従来の情報発信の在り方を見直すとともに、幅広い世代が交流できるような仕組や交流
の場づくりを提案します。

福祉に関すること

子育てあんしんプロジェクト
（交流の場）

関 連 す る
現 行 の
地 域 事 業

子育てあんしんプロジェクト
（育児相談）

芝浦港南地区の福祉について【現状認識】芝浦港南地区の福祉について【現状認識】

● 区の子育て支援は充実しているが、そうした制度があることを知らない人がいる
● 支援や補助金に関する情報の周知が不十分で情報格差がある
● 世代別のイベントや交流は充実しているが、世代間の交流を促進する取組はあまりない

取組の【課題】取組の【課題】

制度があることを知らない人がいる
支援や補助金に関する情報の周知が不十分

世代間の交流を促進する取組はあまりない

● 核家族化が進んでおり、従来からあるコミュニティを中心とした地域内の支え合いや交流は失われつつある
● 新しく移ってくる住民の増加でファミリー層のみならず高齢者の人口も増加している
● 将来的には行政のみならず、地域全体で支え合うことが求められている

提 言

R
e c
om

m e n d a t i o n

提言
理由
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分科会メンバーの考える
「住みたいまちの姿」

実現する方法の例

健康で楽しそうな人が多く、将来も住み続けたくなるまち

誰もが同じように福祉に関する情報を得られるまち

住民同士の顔の見える関係があるまち

同じ世代や同じ興味を持った住民が交流しあえるまち

世代間の異なる住民や共通の興味を持った住民が
交流を図れる場があるまち

1

2

3

4

5

情報発信の
充実

● 港区の多様な広報媒体を活用し、周知方法を
   ジャンル・対象者ごとに変えるなど工夫する
● 「文字」以外に「人」の実体験を、
   人から人に伝える機会を設ける

住民間の
交流促進

● 子どもから高齢者まで一緒に楽しめるイベントを実施する
● 母親のみならず父親向けの交流の場を充実させる
● 同じ世代や同じ興味を持った住民が情報の共有や
   交換をしやすい環境を作る
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